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興味を持た
せるための
オプショ
ンの提供
(7)

選択や自主
性を最適に
する(7.1)

何を学ぶか（例：「フラ
ンスを勉強しなさい」で
はなく、「勉強したい国
を選んでごらん」）、ど
のように学ぶか（例：理
解を深めるために本やビ
デオの使用、教師による
指導を使う）、どのよう
に理解していることを表
出するか（例：「ポス
ターに書いても、文章で
表しても良いですよ」）
のオプションを生徒に提
供する。

何を学ぶか（学習基準で
示されたもの）、どのよ
うに学ぶか、どのように
理解していることを表出
するか、複数のオプショ
ンから選んで決めるよう
に生徒を促す。教師から
提供されたもの以外でも
学習基準に合う方法があ
れば、提案するように生
徒を促す。

生徒が本当に自分に
しっくりくる方法で学
習に取り組み、理解
し、考えを表出できる
ように自分で選んだ
り、代替案を出したり
しやすい雰囲気を作り
促す。
教師はいちいち指示を
出すのではなく、促し
やフィードバックを与
え、生徒が自分の選択
を主体的にモニターす
ることを助ける。

関連性・価
値・真実味を
最適にする
(7.2) 

生徒が自分との関連や自
分にとっての価値・真実
味をはっきりと感じられ
るオプションを提供す
る。例：生徒の興味を調
べ、それに基づいてどう
指導するかを決める。

自分との関連や自分に
とっての価値・真実味を
共有するように生徒を促
す。学習基準に合ってい
て、自分の関心や文化や
強みにつながるような指
導や評価の方法があれば
それを提案するように生
徒を促す。例：毎週行う
習得チェックや学級の話
し合い活動。

生徒が、学ぶ内容と自
分の興味の関連を見出
し、自分の理解したこ
とを現実世界や真実味
のある自己評価に結び
つけたりするように励
ます。そうすること
で、生徒は、教師から
コーチングを受けなが
ら、自分の学習をデザ
インすることができ
る。例：実験をさせた
り、２つの実験から選
ばせたりするのではな
く、学習基準と科学に
対する自分の興味にも
とづいて、自分たちの
実験をデザインするよ
う促す

不安要素や
気を散らす
ものを最小
限にする
(7.3) 

不安要素や集中を妨げ
るものを減らし、誰も
が安心して学習できる
場を生み出すオプショ
ンを生徒に提供する。
例：座席の選択、協働
作業のオプションを示
す、PBISで期待される
行動をはっきり示す。

生徒と協働して学級の規
範やPBISで期待される
行動を決め、座席、協働
作業などに複数のオプ
ションがある教室を自分
たちでデザインするよう
に生徒を促す。

生徒が自己主張できる
ように励ます。何が不
安要素や集中の妨げに
になるのかを、生徒と
協働して突き止める。
自分の力が発揮できる
創造的な解決策を生み
出すように促す。生徒
の意見が環境を変え
る。

取り組みのための多様
な方法を提供しましょう

Based on the CAST UDL Guidelines (2018)
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努力や頑張り
を続けるた
めのオプ
ション
の提供(8)

目標や目的を
目立たせる
(8.1)

目標とその価値の両方
を思い出させる「リマ
インダー」を日常的に
組み込んでおく。例：
黒板やテストや課題プ
リントの上部に学習基
準を書いておく。

自分たちの熱意と興味
に合わせて、協力しな
がら目標を検討するよ
うに励ます。目標達成
のために多様なオプ
ションから選ぶように
生徒を促す。

学習基準がある場
合、学びのプロセス
を通じて、その内容
をどのように学び、
どのように表出し、
どのように努力する
のかに関して、自分
の目標を設定させ
る。

チャレンジの
レベルが最適
となるよう課
題のレベルや
リソースを変
える(8.2)

学習内容を学ぶため難易
度が明確なオプションを
生徒に提供する。例：
「南北戦争について学習
するために、次の中（リ
ソース）から１つを選ん
で調べてみましょう」。
そのリソースには、高度
な原文書もあれば、ビデ
オなどもある。

学習内容を学ぶために
複数のオプションを提
供する。オプションの
難易度をはっきりさせ
ることで、生徒に学習
基準や自分自身の学習
方略をふり返るように
促す。例：「南北戦争
について学習するため
に、次の６つのリソー
スから２つを選びま
しょう・・」。リソー
スとして、高度な原文
書、要約文書、大学教
授のビデオやポッド
キャストなども考えら
れる。

学習基準に合わせて、
自分の学習内容や評価
方法を決めるように促
す。また、すでに提供
されているオプション
以外にも、自分に挑戦
するために使えるもの
があれば提案するよう
に促したり、自分の興
味や熱意に適したリ
ソースを見つけるよう
に促したりする。

協働と仲間
集団を育む
(8.3)

他の人と効果的に作業
する方法を学ぶ機会を
生徒に提供する。例：
明確な目標、役割、責
任をもたせた学習グ
ループを作る。

協働グループワークを
大切にする学級を育
む。生徒が自分たちで
グループを作り、その
グループの規範や責任
などを決める。そし
て、色々な相手を見つ
けて協働する機会を多
く持つ。

協働する学級文化を
作る。生徒は多様な
考えを統合しなが
ら、目標を設定し、
方略を生み出し、互
いにフィードバック
し合い、習熟を助け
るフィードバックで
互いの背中を押すこ
とができる。

習熟を助け
るフィード
バックを増
やす(8.4)

生徒が成績や指示に従う
ことに囚われた考え方を
するのではなく、習熟を
目指すようにフィード
バックを与える。例：生
徒が困難に直面したと
き、特定の支援や方略を
活用するように促す
フィードバック。

初歩的なフィードバッ
クだけではなく、生徒
が互いに習熟を意識し
てフィードバックし合
い、進歩とさらなる努
力や頑張りを支え合う
ように促す。

中級レベルの実践に加
え、習熟を助ける
フィードバックを生徒
が自力で使えるように
促す。そうすること
で、生徒は自分を振り
返り、自分を舵取り
し、困難なことでも自
分の成長を追求できる
ようになる。

取り組みのための多様
な方法を提供しましょう 初級 中級 上級
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自己調整のた
めのオプショ
ンの提供(9)

モチベーション
を高める期待や
信念を持てるよ
う促す(9.1)

頑張ることの価値を教
え、どの生徒も自分自身
を有能な学習者だと思え
るようなことばとフィー
ドバックを使う。

生徒との対話を増やし
て関係を深め、生徒が
学習を本当に自分に結
びつけられるように
し、本人の熱意と興味
を活用して奮起させ、
成功に向けて後押しす
る。

生徒が有能感を持ち、
自分自身と対話するこ
と（セルフ・トーク）
を促され、積極的な学
びを支え合うような学
級文化を作る。

対処のスキル
や方略を促進
する(9.2)

生徒が自分の感情をコン
トロールするときに助け
となるリマインダー、モ
デル、ツールを提供す
る。例：対処スキルの例
となるエピソードやシ
ミュレーションを使う。
違う席に移る、イライラ
を落ち着かせるツール、
マインドフルネス、休憩
などストレスを減らすた
めのオプションを提供す
る。

困難に対処できるよう
に、生徒が自分の学び
の調整に役立つ方略を
選べるようにする。
例：リラックスするた
めのスペースを利用す
る、ヘッドホンをつけ
る、散歩するなど。

生徒が自分を振り返
り、自分自身の感情を
正しく理解し、適切な
対処の方略やスキルを
使い、自身や仲間の学
びを高められるように
促す。

自己評価と
内省を伸ば
す(9.3)

生徒が自分の学びを振り
返ることができるような
ツール、ルーブリックや
自己評価などを提供す
る。

様々な評価方法の例と
足場的支援を提供し、
生徒が自分に最適なも
のを見つけ、選べるよ
うにする。例：進歩を
モニターするために、
自分の行動や学業成績
のデータを収集し、測
定し、図表化する方法
など。

生徒が日常的に学習の
プロセスと評価を振り
返るような学級文化を
作り、生徒が自分を舵
取りし、成長し続ける
学習者になるようにす
る。

取り組みのための多様
な方法を提供しましょう 初級 中級 上級
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知覚するため
のオプション
の提供(1)

情報の表し方
をカスタマイ
ズする方法を
提供する(1.1)

個人差に対応し、多く
の生徒のニーズに合う
リソースと教材を提供
する。例：拡大印刷、
余白を増やす、視覚情
報など。

デジタル媒体を通じてア
クセス可能になるリソー
スと教材を提供する。生
徒が自分のデバイスでテ
クスト、視覚情報や聴覚
情報を活用できるように
すれば、自分のやりやす
さに合わせて、ノートを
とり、サイズや音量を調
整できる。

自分のニーズに最適
なリソースと教材を
選び（例：ビデオを
観る、または配布資
料を調べる）、教師
にいちいち指示され
ることなく、自分の
やりやすさに合わせ
て学習を進めるよう
に生徒を励ます。

聴覚情報を代
替の方法でも
提供する(1.2)

聴覚的に提示されるあら
ゆる情報に対して、オプ
ションを提供する。例：
ビデオを再生するときに
字幕が出るようにする。

内容を学ぶための複数
の代替方法を選べるよ
うにオプションを提供
し、聴覚情報に頼る必
要がないようにする。
例：字幕付きのビデオ
を利用する。

生徒が聴覚情報の代
替方法を選べるよう
にすることに加え、
理解を深めるため
に、定評のある他の
リソースを見つける
ための考え方を提供
する。例：ウェブサ
イトや著者が信用に
足るかどうか判断す
るためのリソース。

視覚情報を代
替の方法でも
提供する(1.3)

視覚的に提示されるあら
ゆる情報に対して、オプ
ションを提供する。例：
範読を聞きながらテクス
トを読む。

内容を学ぶための代替
方法を選べるように複
数のオプションを提供
し、視覚情報に頼る必
要がないようにする。
例：読む代わりにオー
ディオブックを聞く、
教師のサポートを受け
て小グループで話しな
がら活動する。

生徒が視覚情報の代
替方法を選べるよう
にすることに加え、
理解を深めるため
に、定評のある他の
リソースを見つける
ための考え方を提供
する。例：ウェブサ
イトや著者が信用に
足るかどうか判断す
るためのリソース。

提示（理解）のため
の多様な方法を提供しま
しょう

初級 中級 上級
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言語、数式、
記号のオプ
ションの提供
(2)

語彙や記号を
わかりやすく
説明する(2.1)

慣用句、古語、特定の文
化に固有の言い回し、俗
語などを言い換える。
例：定義、視覚情報、説
明、例を用いて、明示的
に教える。

初級レベルの実践に加
え、文脈を手がかりに
する方法をわかりやす
く指導し、生徒がよく
知らないことばを一人
で学習できるようにす
る。

入手可能なリソースを
使い、協働作業を行っ
て、重要なことばの本
当の使い方を理解でき
るように励ます。

構文や構造を
わかりやすく
説明する(2.2)

（言語や数式の中の）な
じみの薄い構文や（図
表、グラフ、イラスト、
長い説明文や物語の）基
になっている構造を分か
りやすく示す。例：説明
文の接続詞を強調する。

生徒が自力で構文や構
造を理解できるリソー
ス（辞書、数学の参照
シート、百科事典な
ど）を与える。

教材を予習し、わから
ない箇所に印をつける
ように生徒に促す。そ
して、知識と理解を積
み上げるために適切な
リソースを選べるよう
に励ます。

文字や数式や
記号の読み下
し方をサポー
トする(2.3)

情報の理解に苦労する生
徒に対して、直接指導、
プロンプト、足場的支援
が組み込まれた教材を提
供する。理解を促進させ
る代替教材（視覚情報な
ど）を与えることも良
い。

理解のバリアを低く
し、生徒が、記号の表
記法、符号、問題を理
解するのを助けるよう
な方略と教材（数学の
参照シート、文脈手が
かり方略など）を提供
する。

生徒が学習した方略を
使って自力でテクス
ト、数学記号の表記
法、符号を解読するこ
とができるように励ま
す。

別の言語で
も理解を促
す(2.4)

重要な情報やことばにつ
いては、代替の教材提示
を行う。例：授業が行わ
れている言語（日本の場
合、日本語）で提示され
ている重要な情報は、そ
の言語の能力がまだ十分
ではない学習者の第一言
語でも提示する。画像と
ことばを組み合わせて
使ったり、反対語を
提示したりする。

生徒がアプリやウェブ
サイト、辞書などの
ツールを使って、学習
教材を翻訳できるよう
にし、協働して理解を
積み上げられるように
する。

生徒が自力でオプショ
ンを活用できるように
し、必要に応じてアプ
リなどのツールを使っ
て、学習教材を翻訳
し、協働して理解を積
み上げられるように励
ます。

様々なメディ
アを使って図
解する(2.5)

ある形式のシンボル表象
（文字による説明や数式
など）で示された重要な
概念は、代替の形式（具
体例、図、ビデオなど）
と一緒に示す。

生徒が意味を理解し、
理解を深めるために選
べる複数のオプション
とシンボル表象を提示
する。

いろいろな提示のオ
プションから効果的な
リソースを生徒が選べ
るようにする。全ての
生徒が、同じリソース
から学ぶ必要はない。

初級 中級 上級
提示（理解）のため
の多様な方法を提供しま
しょう
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理解のための
オプションの
提供(3)

背景となる知
識を活性化ま
たは提供する
(3.1)

全ての生徒に学習内容の
背景知識を直接指導す
る。指導には、視覚情
報、オーディオなどのた
めのオプションを併せて
用いる。

関連する予備知識を与
えたり活性化したりす
るオプション、あるい
は他の不可欠な知識と
関連付けるためのオプ
ションを提供する。
例：先行オーガナイ
ザー（KWL法、概念
マップなど）を利用
し、適切な背景知識を
構築することができる
リソースを選ぶように
生徒に促す。

生徒が自分たちの背
景知識に欠けている
ものに気付き、その
知識を構築する適切
なリソースを選べる
ようにして、授業の
目標に到達できるよ
うに促す。例：診断
的な評価から始め、
それを振り返り、学
習におけるギャップ
を埋めるための方略
を考えるように生徒
に促す。

パターン、重
要事項、全体
像、関係を目
立たせる(3.2)

知識の中で最も重要なこ
とを認識できるようにわ
かりやすいヒントや促し
を与える。例：アウトラ
イン、グラフィックオー
ガナイザー、蛍光ペンを
使うことを教える。

知識の中で最も重要な
ことを認識できるよう
にオプションと複数の
方略を提供する。例：
アウトライン、グラ
フィックオーガナイ
ザー、蛍光ペン、ワー
ドクラウドアプリ、そ
の他のオーガナイズ
ツールの使用を許可す
る。

生徒が自分を振り返
り、重要な知識を目立
たせる方略のうち自分
に最も効果的だったも
のを特定させる。そし
て、パターン、重要事
項、全体像、関連の理
解を助ける方略を自力
で選べるように励ま
す。

情報処理、視
覚化、操作の
過程をガイド
する(3.3)

処理と視覚化を促す教
材、方略、ツールを全て
の生徒に提供する。ツー
ルには、操作物（数積み
木など）、用語集、グラ
フィックオーガナイザー
などが含まれる。

処理と視覚化を促すた
めに用いる複数の教
材、方略、ツールのオ
プションを提供する。
例：視覚的に書き留め
るためのオプション、
画像を探すためのテク
ノロジー、操作物を用
いるなど。

生徒が自分を振り返
り、情報処理と視覚
化、操作を導くための
最も適切な教材、方
略、ツールを自力で選
ぶように促す。必要に
応じてさらに他のツー
ルと方略も探すように
促す。

学習の転移と
般化を最大限
にする(3.4)

生徒が持っている知識を
他の領域や他の状況に転
移させる方略をわかりや
すくやってみる。例：そ
の知識を他の授業でどの
ように使うことができた
か、その知識は異なる内
容同士を比較するのにど
のように使えたかを示す
（本文の比較など）。

複数の異なる分野にま
たがって行うプロジェ
クトなどの有意義な転
移のオプションを提供
する。その中で生徒は
真実味のある関連を理
解し、知識を他の教科
や実際の場面に適用す
ることが意味を持つ。

生徒が内容の理解を深
めたり、自身で本物の
プロジェクトを計画し
たり、自分たちの知識
や理解を自分にとって
真実味のある現実世界
の状況で表出したりす
るために、授業で学習
した知識やスキルを適
用するのを促す。

提示（理解）のため
の多様な方法を提供しま
しょう

初級 中級 上級
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身体動作
のための
オプショ
ンの提供
(4)

応答様式や学
習を進める方
法を変える
(4.1)

同じ課題に対する応答様式
や学習を進める方法として、
複数のオプションを提供す
る。例：他の生徒が手書きす
るときに、一部の生徒は
iPadを用いる。

同じ課題に対する応答様式や
学習を進める方法として、複
数のオプションを提供する。
例：一部の生徒は、iPad、別
の筆記用具、キーボード、音
声認識ソフトを使う。

全ての課題において、生徒
が自分のデバイスを用いて
応答したり、教材を扱った
りできるようにする。例：
ヘッドホン、キーボード、
操作物、操作レバーなど。

教具や支援テ
クノロジーへ
のアクセスを
最適にする
(4.2)

IEPや504で（日本の場合、
個別の指導計画や合理的配
慮）で必要性が示されれ
ば、支援テクノロジーを用
いて、学習を進め、学習に
参加し、考えなどを表すこ
とを許可する。

個人差に関係なく、全ての生
徒に対して、iPad、音声認
識ソフト、個別デバイスなど
の支援テクノロジーを使用で
きるオプションを提供する。

生徒が自分の理解やスキル
を表出するために、さらに
カスタマイズされたオプ
ションを得られるようにす
る。そのために、生徒が自
分に必要なテクノロジーを
理解し、適したものを選ぶ
ように促す。

表出やコ
ミュニ
ケーショ
ンのため
のオプ
ションの
提供(5)

コミュニケー
ションに多様な
媒体を使う
(5.1)

評価時に応答の方法を複数
提供し、バリアがない状態
で自分の理解していること
を表出できるようにする。
従来型のテストを受けるこ
とは１つのオプションだ
が、口頭でのプレゼンや小
論文を書くこともオプショ
ンになる。

自分の理解していることを表
出するための複数のオプショ
ンを生徒に提供する。そし
て、生徒本人からも評価方法
を提案させ、評価で重視して
いるのは、特定のテストで良
い点を取ることではなく、自
分が理解していることを示す
ことであると分からせる。生
徒は文章、オーディオ、ビデ
オ、マルチメディア、プレゼ
ン、その他の方法を使って自
分の理解を示すことを選んで
も構わない。

生徒に学習基準や能力・
実力準拠のルーブリック
を振り返らせ、学習基準
に到達したことを示せる
本物の革新的な成果を自
力で生み出せるように励
ます。

制作や作文で多
様なツールを使
う(5.2)

自分の理解していることを
示すのに助けとなるツール
や方略を複数提供する。
例：昔ながらの鉛筆と紙を
用いた回答を認めたり、本
人のデバイスを使ったマル
チメディアのプレゼンを認
めたりする。

生徒の理解を表出しやすくす
るためのツールと方略を複数
提供する。
例：従来型の筆記や、ブログ
ソフト、ThingLinkやEmaze
などのマルチメディアツール
を用いた応答様式を認める。

課題を行う時や自力で何かの
成果を生み出す時、生徒が自
身を振り返り、自分の学習
を助けるツールと材料を選
べるように励ます。これら
のツールや材料は、生徒の
学びをサポートすると同時
に、理解やスキルを表出す
る上で、より高度なオプ
ションに挑む姿勢を促す。
こうした挑戦の中で生徒
は、授業中に触れたツール
を必要に応じてさらに発展
させて使い、アクセシブル
で取り組みやすくしていく。

練習や実践での
支援のレベル
を段階的に調
節して流暢性
を伸ばす(5.3)

教師主導から協働グループ、
そして自立した取り組みへと
進展する。足場的支援モデル
を実施し、徐々に生徒に責任
をもたせる。例：協働ワーク
では、チームメンバーに特定
の仕事を任せ、自力での取り
組みに向けて進展をモニター
するか、教師主導の指導から
問答教授法へ移行する。

学習プロセス全般で、サポー
トと足場的支援のためのオプ
ションを提供する。
協働グループでの活動や自立
した取り組みを行う際に、理
解を積み上げられるリソース
を選ぶように生徒を促す。
例：協働グループ活動の中
で、役割を自分で選ぶように
励ます。授業の話し合いで、
協働してルールや構造を作る
ように促す。

生徒がより厳しい目標を設
定して生産的に挑み、楽を
するためでなく進歩するた
めのツールとして支援を活
用するよう励ます。教師に
対してフィードバックした
り、指導を方向づけたりす
ることも促す。日常的なモ
ニタリングや振り返りが組
み込まれているグループ
活動の中で、役割と期待
値も自分で決められるよ
うに励ます。

行動と表出のための多
様な方法を提供しましょう

初級 中級 上級
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実行機能
のための
オプショ
ンの提供
(6)

適切な目標
を設定でき
るようにガ
イドする
(6.1)

明確な目標を示して、期
待されているレベルか、
それ以上になるためにし
なければならないことを
生徒がはっきりと理解で
きるようにする。例：黒
板や課題プリントに学習
基準を示す。授業を通し
て、これらの学習基準と
目標をわかりやすく示し
続ける。

目標に設定したスキルを生
徒が習得できるように環境
を整える。例：学習基準を
黒板や課題プリントに書い
て、目標設定のプロセスと
成果のモデルや例も示す。
そうすることで、全ての生
徒が学習基準に向けて取り
組みながら、自分に合わせ
た目標設定ができるように
する。

自分にあった学習計
画を立てるように生
徒を励ます。その計
画には学習基準に
沿った目標と、自分
の強いところを最適
化し、さらに苦手な
領域にも対応する行
動計画や方略を含む
ものである。

プランニン
グと方略の
向上を支援
する(6.2)

方略的なプランニングの
プロセスを促進する。
例：全ての生徒に、課題
や提出期限日のチェック
リスト、プランニングの
書式を渡し、生徒が段取
りをつけて取り組めるよ
うにする。

方略的なプランニングのプ
ロセスを促進する。例：段
取りをつけて取り組むため
のツールを提供するだけで
なく、生徒が自分の目標を
達成するための方略を作り
出すことができるように足
場的支援を提供する。

生徒が自分を振り返
り、自己評価し、学習
基準に照らして自分で
決めた目標を達成する
ために自分のやりやす
さに合わせて行動計画
を作れるよう励ます。
例：選んだ課題を終え
るのにどのくらいの時
間とリソースを必要と
するかを考え、自分の
目標を達成するため
に、個人の終了予定日
と作業リストを作るよ
うに励ます。

情報やリ
ソースのマ
ネジメント
を促す
(6.3)

足場的支援とサポートを
提供し、まとめ方を助け
る援助を行う。例：全て
の生徒にノートをとるた
めの書式を与える。

ノートをとるための様々な
グラフィックオーガナイ
ザーや方略といったまとめ
方を助ける複数の足場的支
援、サポート、リソースを
提供する。

生徒が自分を振り返
り、自己評価し、自力
で最適な支援やリソー
スを選べるように促
す。それによって情報
やリソースを整理で
き、学習基準に照らし
て自分で決めた目標を
達成できるようにす
る。

進捗をモニ
ターする力
を高める
(6.4)

形成的なフィードバック
ツールを提供し、自身の進
捗をモニターできるように
する。例：評価チェックリ
スト、採点ルーブリック、
生徒の作品や取り組み、そ
れに対しての教師の所見の
例をいくつか提供する。

生徒に教師・仲間・本人
から、フィードバックを
受ける複数の機会を提供
する。これらのフィード
バックは、評価チェック
リスト、採点ルーブリッ
ク、模範などの様々な
ツールを使って行われる。

生徒が、教師や仲間も
含む複数のリソースを
使って、日常的に自分
のパフォーマンスを振
り返り、フィードバッ
クを得て、取り組みを
改善できるように促
す。そうすることで、
成長を促進し強調す
る。

行動と表出のための多
様な方法を提供しましょう 初級 中級 上級




